
　春が来た♪山に里に♪桜は
たわわでその色は自然の景色
の中でも一際目立つ。何と魅
力的な木よ花よ。季節は裏切
ることなく、同じ作業の繰り
返しをし、人を安泰にさせて
いる。
　何年もこのような日本の景
色を見て、美しい、綺麗だ、
平和だと思って生きてきた。
　しかし、それを壊すのも変
えてゆくのも人の生業であっ
た。
　あまり旅を好まず、出ず嫌
いの私だが、近頃、旅をした
いと思うようになった。動機
の１つに最近、この目で見よ
うか沖縄を、この耳で聞こう
か「爆音」をと思うように
なった。体感なき生活は、い
つの間にか平和ボケしてし
まった。戦後の人間には、戦
争がどんなものか画面、紙面
上でしか知らないので、臨場
感もない。米軍普天間飛行場
の県外移設は本当にできるの
か、普天間、辺野古、これら
の問題がクローズアップされ
たのは政権交代前の民主党の
マニュフェストだった。しか
し、総理の決断がみえない。
このイラ立ちの中、沖縄県民
に卵や靴を投げられないだけ

まだいい。
　どこかの国のように街が暴
動化したということもなく、
今は有るか無きかの５月末の
「総理の腹案」を待っている。
　しかし、一連の流れの中で、
ふっと思うことがある。沖縄
は鳩山総理に約束の履行を求
め、思いや怒りぶつけている
が、その矛先はもう1つ、日
本国民に対してではないだろ
うか？
　「私たち沖縄県民は、国民
「日本人」の安全を守るため
に65年もの間、かつての敵
国を再び受け入れ、また基地
として沖縄は戦争の恐怖も味
わい、トラウマが残っている。
しかし、爆音、事故、殺人、
暴行などに耐えて今なお日本
を守っているではないか！」
と言いたいのだろう。
　国民の声は批判ばかりのよ
うに聞こえるが、総理もその
真意を解って沖縄の基地負担
軽減、そして分担を言葉にし
て誓ったと思う。しかし一国
のリーダーのマニュフェスト
の掲示の履行は一諾千金なの
だ。
　見上げれば、カラス、雀が
飛び交う青い空、白い雲。願
わくばこの安泰を沖縄に…。
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空腹の腹案
遠 藤 節 子（工房阿列布管理者）
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【
今
月
の
言
葉
】
子
供
た
ち
が
巣
立
つ
季
節
に
な
っ
た
。
国
は
四
月
か
ら
子
供
手
当
を
出
す
。（
中
学

ま
で
月
一
万
三
千
円
）
六
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
次
世
代
を
担
う
子
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、

親
ま
た
は
監
護
す
る
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
支
給
す
る
？
の
だ
そ
う
だ
。
過
去
、
ど
の
親
も
、
わ

が
子
の
た
め
に
働
き
、
学
校
に
通
わ
せ
、
わ
が
子
を
社
会
に
送
り
だ
し
て
き
た
。
親
と
し
て
の
苦
労

は
当
た
り
前
と
し
て
頑
張
っ
た
。
し
か
し
少
子
化
の
も
と
、
新
し
い
価
値
観
が
生
活
に
根
付
こ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
生
活
様
式
で
ど
ん
な
子
が
育
つ
の
か
な
。　
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おりーぶ後援会は、工房 阿列布を市民の立場から物心両面で支援するボランティア団体です。
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、
茂
崎
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草
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子
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大
和
田
記
子
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、
石
井
企
画
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員
一
同
様

寄
附
者
名
簿
（
物
品
寄
附
含
む
）
平
成
22
年
４
月

 

四
月
一
日

に
工
房
阿
列

布
の
食
堂
に

お
い
て
、
役

員･

評
議
員

の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
頂

き
、
平
成
二

十
二
年
度
の

入
所
式
が
執

り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は

二
名
の
方
が

新
た
に
加
わ

　

四
月
十
九
日
、
新

し
く
入
所
し
た
二
名

の
方
も
参
加
し
、
小

名
浜
三
崎
公
園
に
お

花
見
に
出
掛
け
ま
し

た
。

　

四
月
に
な
り
気
温
も
暖
か
な
日
が
続
く
よ
う

に
な
り
、
阿
列
布
の
農
業
班
で
も
本
格
的
に
農

作
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
太
田
幸

夫
さ
ん
、
高
萩
俊
之

さ
ん
に
耕
し
て
頂
い

た
畑
に
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
種
を
蒔
き
ま
し

た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法

を
廃
止
し
新
た
な
法
律

を
作
る
と
し
て
い
る
民

主
党
政
府
は
、
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
福
祉
施

設
の
利
用
料
に
つ
い
て

四
月
一
日
よ
り
原
則
無

料
化
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。

平成22年度 入所式花
見
会

障
害
者
自
立
支
援
法
改
正

お
り
ー
ぶ
後
援
会

総
会
案
内

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を

ご
存
知
で
す
か

農
作
業
、本
格
始
動

建
設
資
金
に
寄
附
を
頂
き
ま
し
た

　

平
で
不
動
産
業
を
中
心
に
営
業
し
て
い
る

石
井
企
画
㈱
の
社
員
の
皆
さ
ま
か
ら
建
設
資

金
に
使
っ
て
頂
き
た
い
と
浄
財
を
頂
き
ま
し

た
。
平
成
十
六
年
に
法
人
施
設
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
以
来
、
毎
年
浄
財
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
二
十
一
年
度
の
総
会
を
左
記
の
日
程

に
て
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
十
二
年
五
月
二
日
㈰

　
　
　

午
前
一
〇
時
～
正
午

場
所
：
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

久
し
ぶ
り
に
暖
か
く
な
っ
た
こ
の
日
、
圓
谷

裕
一
理
事
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
圓
谷
さ
ん
は
ラ
ジ
オ
体
操
が
出
来
た

り
総
勢
三
十
八
名
の
利
用
者
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
作
業
配
属
の
辞
令
交
付
が
行
わ

れ
、
職
員
二
十
七
名
も
含
め
、
緊
張
の
面
持
ち

で
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
好
間
町
の｢

と
ん
か
つ 

み
の
る｣

特
製
の
と
ん
か
つ
バ
ー
ガ
ー
と
ト
ン
む
す
セ
ッ

ト
を
昼
食
に
選
び
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、

花
よ
り
団
子
、
満
開
の
桜

の
下
で
早
速
お
昼
を
食
べ

て
い
ま
し
た
。
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
と
大
変
好
評

で
し
た
。

当
時
、
普
及
の
た
め

に
福
島
県
内
を
指
導

の
た
め
に
駆
け
回
っ

た
経
歴
の
持
ち
主
で

す
。

　

体
を
動
か
す
ポ
イ

ン
ト
、
ど
の
筋
肉
を

使
っ
て
い
る
の
か
を

指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
阿
列
布
な
ど
の
福
祉
施
設
を
利
用

す
る
に
は
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割
を
負
担（
上
限

額
一
五
〇
〇
円
）す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が

四
月
以
降
は
一
部
の
方
を
除
い
て
無
料
と
な
り

ま
す
。
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